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最近の5年間に18例の後頭蓋嘗動脈藤 津FAラをこ対

し 直達術を行った.SAH で発症 も/た15例のうち,及2

例は PFA の破裂タ 3例は未破裂,残る3例は他疾患

をこて CT,脳血管写で発見された未破裂 ㌘FA である,


